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横田 勝先生 舘 昌邦さん
全部キャッチして、それをどのように盛り上げていくか
という、いわゆるたたき台をどう作っていくかとなる
と、さすがに私もこれは難しい仕事だなと。果たしてこ
ういうことがどこまで続くのだろうかと。毎日が針のむ
しろの上に乗っているような状態だったかと思います。
そのような関係もあったからか、その当時は体調を崩し
まして、相当勤めのほうも欠勤したかと思います。
そのようなこともございましたが、幸い、すぐあと黒
岩先生や三船先生に来ていただいたので、５７、５８、５９年
と、そういう先生方の力によりまして私も何とか持ちこ
たえるといいますか、何とかまともにやっていけるよう
な体制になったかと思っております。
その期間がちょうどこの準備室の期間でございまし
て、実際に大学が始まって、本当の大学の仕事というの
はそのあと入っていくわけですが、これは省略させてい
ただきます。私と短大とのきっかけというのは、そうい
うことだったのではないかなと懐かしく思っているので
すが、ただ、あの当時、いろいろ先生方にご迷惑をかけ
ました。そういう意味では大変恵まれていたなと、自分
の恵まれた状態というものに大変感謝しておりました。
それと、今、横田先生からおっしゃった、これからの
新しい大学ですね。この短大ができたときというのは、
やはり地元の声、何といっても地元の人たち、伝統産業
に携わっている人たちの強い要望といいますか、そうい
うものが基本になっているわけですね。かつての高岡に
おける高等教育というのは、当時は高岡に高等商業学校
という形で経済専門の専門学校があったわけです。それ
が戦時中、工業高専に変わったわけです。そういうわけ
で、高等教育というのは、かつて昭和の初めからあった
のですが、それが今度は富山大学に統一するという形に
なって、工業コースが工学部に変わって、それが今度ま
た富山に集中するという形になったものですから、高岡
には最高学府の高等教育がなくなってしまうという、そ
ういうせっぱ詰まったような感情が高岡の市民にあった
と思います。だから、伝統工芸と同時に、最高学府とい
うものをどうしても高岡に置きたいという熱望があった
のが、このように短大設立に動いていったわけです。
そういうことから考えますと、今度新しい富山大学に
統合されますが、やはり私は、短大の色彩といいますか、
個性といいますか、いかに統合されてもしっかりと特質
を持っていっていただきたいということですね。先ほど
職人かデザイナーかというお話も出ておりましたが、両
方必要なのです。特に技術というのは技術者がいなく
なってしまうと消えてしまうわけです。そういう意味で
は、特に私は技術という面、職人という形を、何とかし
てどの学校にもないものをひとつ作り上げていっていた
だきたいということですね。それは、一方でも停滞しま
すと、そのまま消えていってしまいます。だから、技術
というのは絶対止めてはいけないわけです。これはぜ
ひ、続けてやっていただきたいと考えております。
これからの新しい大学に対して、私の一つの願いを申
し上げました。どうもありがとうございました。
横田 どうもありがとうございました。新しい大学、学
部に移るに当たって、麻生先生から非常に説得力のある
お言葉をちょうだいしまして、いろいろと参考になった
かと思います。
実を申しますと、この新しい学校に向けての励まし、
ご忠告のことばを全員の方にお願いする予定でおりまし
た。けれども、時間がありませんので、最後に、学生さ
んから後輩に向けて励ましの言葉を進呈していただきた
いのです。よろしいですか。
舘 今日、本当に多くの先輩方や先生方があって、今の
自分があるのだなということを強く感じました。学生生
活でいちばん感じたのが、本当にこの高岡短期大学とい
うそのもの自体を知らない人がたくさんいたことです。
就職活動でも自分が外に出ていかないと何も分からない
という状況なので、後輩には、課外活動をもっと大事に
しなければならないということを言いたいと思います。
あと、新大学で、学部全体の横のつながりと、先生方
を含めた縦のつながりをすごく大事にしてほしいなとい
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うことを、この４年間で感じたので、この会議において
自分が出席するというのをこの言葉で締めくくりたいと
思います。どうもありがとうございました。
工藤 今、先輩の館さんが言ったように、私も同じこと
を感じたのですけれども、今の私がこの高岡短大の生活
を楽しんでいるのは、今の皆様の努力などいろいろあっ
たおかげだとしみじみ感じました。
現在、私はサークル活動のほうに力を入れています。
学生会などの学校の行事を仕切っていったり進めていっ
たりすることで、さらに学生が楽しめるようにと考えて
やってきたのですけれども、この活動をしてきたおかげ
で今の私があるのだと思います。
私は造形の専攻なのですけれども、ビジネスのほうに
もデザインのほうにも友達がいっぱいいるということを
よく言われています。それは、今までの自分がやってき
たサークル活動などがあるおかげで、さらにこの生活を
楽しめていると思いますので、これからの学生にも、自
分だけのことではなくて、周りの人が何をやっているの
かなという興味を持って、これからの高岡短大で生活し
ていってほしいなと思います。以上です。
明石 今日は貴重なお話を大変ありがとうございまし
た。
私は高岡短大に入学してからまだ２年しかたっておら
ず、皆さんのように何年間もこの大学にいるわけではな
いので、後輩にアドアイスというのはちょっと気が引け
るのですけれども、自分の感想としては、私は高岡短期
大学の生徒と教官の距離が近いところがすごく好きなの
です。周りにはいろいろな大学に通っている人がいるの
ですけれども、高岡短期大学のように、こんなに近い距
離に生徒と教官があるというのは、あまりないと思いま
す。それはやはり小規模であるからということも一つの
理由として挙げられると思うのですけれども、今後富山
大学になったとしても、規模は大きくなりますが、大学
に来る人の人数は少ないので、これからもずっと教官と
生徒の距離が近い高岡短期大になっていってほしいと思
います。
私は１年間、学生会の役員としてやってきたのですけ
れども、やはり短期大学というのは２年間なのでサーク
ルの存続が難しいと思います。４年制になることで、ま
たいろいろなサークルがどんどんどんどん活性化してい
くのではないかと、もう少しサークルにも力を入れてほ
しいなと思います。以上です。
６．閉会挨拶
横田 どうもありがとうございました。
それでは、予定の時刻を少々オーバーしております。
そろそろ終わりにさせていただきたいのですが、滝沢副
学長から閉会のごあいさつを兼ねましてお言葉を頂戴し
たいと存じます。
滝沢 本日は創設時の当事者から現役の学生の皆さんま
で、多くの方から貴重なお話を伺うことができました。
伝統工芸を中心にする大学、伝統とは新しく発展するも
の、という創学の趣旨に関する柳田先生のお話は、地域
貢献を狙う新学部の趣旨とも通じるお話で興味深く思い
ました。また、先生と学生の距離が近い学生生活だった、
という在学生の想いは、新学部の学生にもぜひ引き継ぎ
たい校風だと思います。
本当に、数々の貴重なお話を、皆様ありがとうござい
ました。
話しは尽きませんが、これで、座談会を、お開きにし
たく思います。
横田 それでは、どうもありがとうございました。
何分にも司会者としては全くの未経験者でして、多々
ご迷惑をおかけしたかと思います。どうかご容赦いただ
きたいと思います。どうもありがとうございました。
では、これで終わりにさせていただきたいと思います。
一同 どうもありがとうございました。
31
